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・他市町との連携は重要な事から、消防の広域化や成田空港関係
の9市町及び近隣市町との連携などを目指します。

栄町第５次総合計画　基本構想（案）に関する町民からのご意見とご意見に対する町の方針

ご意見など 町の方針

・成田空港の機能強化に能動的、積極的に行動をすることをうたうべき。 ・チャレンジ戦略などで、観光面、産業面等について具体的に取り
組む計画としており、成田空港の機能強化による効果を本町におい
ても享受できるように努めます。

・市町村合併については、ご意見のように時間とタイミングが重要で
あると考えることから、あきらめずに、情報の収集に努めます。

・“人を呼び込む・人を出さない”の施策を。 ・定住人口・移住人口の増加については、第5次総合計画において
も最重要であることから、委員各位のご協力をいただきたいと考え
ています。

・町の将来像については、その時点の人達が、その時代に沿った新
たな考えのもとで議論していくことが重要と考えます。

・各基本目標において、「人口フレームで定めた目標人口の達成」に
　絞り込むこととし、人口増に向けた寄与の度合いを定量的に明示し
　（例えば、この目標達成で、＊＊人の人口増に取り組む）、政策体系に
　優先度を盛り込みメリハリをつける。

・基本計画の指標を検討する際に、各施策による人口目標を考えて
いきます。

・住む場所の確保（駅周辺の開発と空き家の利用など） ・定住人口・移住人口の増加については、第5次総合計画において
も最重要であることから、委員各位のご協力をいただきたいと考え
ています。

・若い人は、子育て、治安の良さ、教育等。シニアには、例えば、
　海が好きだから定年後海の近くに移住する、などのように農業
　（野菜作り）やゴルフなど趣味を思う存分できる環境作り。

・基本計画の策定の際の取り組みの参考とさせていただきます。

・ベッドタウンとして、通勤通学が便利な環境作り。 ・通勤通学手段の確保による利便性の向上は、若者の定住・移住
の促進に重要であることから、新たな交通ネットワークづくりに取り
組んでいきます。

・目標人口２０，０００人を必ず達成すべき目標として、全住民の意識
　高揚を図るものとしたい。

・目標人口の達成に向け取り組んでいきます。

・目標人口を達成時点での「合計特殊出生率」の想定値はどのように
　想定しているのか。

・各種子育て施策の推進及び若い世代の定住・移住施策の推進等
により基本構想の最終年度の合計特殊出生率については、約1.3を
見込んでいます。

第２章基本構想について

各基本目標で取り組む政策
体系について

・目標年次以降の「町の将来像」を議論しておき、次世代への申し送り
　を明確にすべき。

・合併という手段は時間がかかるにしても積極的に推進すべき。

・他市町との積極的な連携をしつつ栄町の発展を目指すべき。
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・政策１－１「安心して子どもを元気に育てられるような環境づくりを推進しま
す」に次のことを追加する。『共働き世帯の大きな壁として、「小１の壁」　があ
ります。学童保育について他市町との差別化と充実を図り、共働き世帯が安
心して働くことができ、当該学童が安心してのびのびと学び遊べる環境を整
備し要員を確保する。栄町から小１の壁をなくす施策が必要です。』

・具体的な取組みであることから、基本計画の策定の中で検討して
いきます。

・政策審議会や戦略会議など、それぞれの部門でそれぞれ審議会
等を設置し、広い分野の町民の方々からご意見をいただき、さらに、
議員の方々からもご意見を伺ってまちづくりを進めています。

・政策６－１「みんなが一体となって栄っこを育成する教育を推進します」に次
のことを追加する。『小学六年と中学三年に行われる全国学力テスト（全国
学力・学習状況調査の栄町平均値を県下トップクラスにすることをめざしま
す。その施策のひとつとして、「サタデーわくドラ」、「サマーわくどら」活動の
充実と参加率の向上を図る。栄町の小学校・中学校の連携強化による実質
的な小中一貫校のメリットを生かし栄町全体の義務教育における学力の向
上に努めます。栄町に移住すれば子供の成績が伸びるとの評判を得ること
になり、もって栄町への移住促進策の一助とします。』

・具体的な取組みであることから、基本計画の策定の中で検討して
いきます。

・政策６－３施策「生きがいが育める学習やスポーツ環境づくりを推進しま
す」に次のことを追加する。『ふれあいプラザにある図書室を地域に誇れる本
格的な図書館として、栄町内外の有識者の知恵を引き出し全面リニューアル
する。』

・具体的な取組みであることから、基本計画の策定の中で検討して
いきます。

・政策７－１「町民と行政が共に手を携えて協働のまちづくりを推進します」に
ついて「町民一人ひとりのコミュニティ意識の醸成を図ると共に、行政と町民
そしてあらゆる主体が目的や目標を共有し、地域の課題解決や活性化に協
働して取り組めるまちづくりを進めていきます。」の具体的施策として、『栄町
活性化委員会（仮称）』を立ち上げ、行政と町民の確固とした協働体制を確
立する。

・政策審議会や戦略会議など、それぞれの部門でそれぞれ審議会
等を設置し、広い分野の町民の方々からご意見をいただき、さらに、
議員の方々からもご意見を伺ってまちづくりを進めています。

・町民アンケート結果からも重要課題として認識していますので、新
たな交通ネットワークづくりに取り組んでいきます。

・政策３－２「犯罪や事故などが起こりにくいまちづくりを推進します」につ
　いて、消費者トラブルや振り込め詐欺などの犯罪の防止に取り組む必
　要がある。

・消費者トラブルをはじめとする巧妙な詐欺犯罪が多発していること
から、基本目標３にご意見の視点を追記します。

・政策４－２「誰もが生き生きと暮らせるよう地域福祉を推進します」に
　ついて分野毎に町との協働をすすめ、高齢者が生き生きと町の活性
　化に対する活動が出来る環境を整備する。

・元気な高齢者が知識や技能を発揮し、生き生きとまちづくりに参加
できるよう具体的な取組みについては基本計画の策定の中で検討
していきます。
⇒福祉・子ども課

基本目標６について

基本目標７について

・政策２－１「快適な住環境の整備を推進します」について、バスによ
　る交通ネットワークの利便性の向上に期待する。

・政策７－３「町民の町政への積極的参画と協力を得ることにより、住民参加
によるまちづくりを進めていきます。」の具体的な施策として、『栄町活性化委
員会（仮称）』を立ち上げ、町民の町政への積極参加を促す。
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・既にある、栄町総合戦略をいかに第５次総合計画に位置付けるか
検討しています。さらに、民間活用事業については、チャレンジ戦略
として位置付けることとします。

・住民アンケートで評価の低いものの背景を調べ、問題点を見据えて
　おくことも重要。
　
　

・電車の本数が少ないことや高速道路が遠いことなど交通の利便性
が悪いこと。また、スーパーが近くにないことなどにより、買い物が
不便なことが問題と考えています。

・政策７－３「住民参加によるまちづくりのための環境を推進します」
　の取組み内容について、男女共同参画の視点を追記する必要があるの
　ではないか。

・町民との協働によるまちづくりを推進する上で重要であることか
ら、基本目標７にご意見の視点を追記します。

・計画段階での、徹底した「選択と集中」を図り、分かり易い単純明確な
　取り組みを目指していただきたい。
　

・基本計画の中で、新たな事業や重点的に取り組む事業について
明確化します　。

・計画を実行し、達成させるための人材確保は大事。 ・栄町人財開発基本方針に基づき、研修などの参加機会の増大な
どにより能力の向上や開発を進めていきます。

その他 ・取組方針の中に「栄町としての特色ある施策、つまり他町村との違い
　が明らかに分かる、差別化」を取組方針の一端に盛り込んでいただき
　たい。
　

計画の取り組み方針について

基本目標７について


